
平
成
十
九
年
十
一
月
三
・
四
日
広
島

市
リ
ガ
ー
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
於
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
三
日
は
午
後
三
時

よ
り
支
部
長
・
地
域
支
部
長
会
議
が
行

わ
れ
青
木
会
長
・
村
山
元
総
理
・
長
吉

理
事
長
・
納
谷
学
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、

水
戸
川
広
島
県
支
部
長
の
歓
迎
の
言
葉

が
あ
り
、
新
加
入
支
部
に
地
域
支
部
旗

授
与
が
あ
り
、
流
山
地
域
支
部
も
旗
を

頂
い
て
正
式
に
西
武
支
部
の
一
員
と
な

り
ま
し
た
。

議
事
は
募
金
期
間
延
長
と
募
金
推
進

会
議
開
催
を
決
め
、
報
告
事
項
に
入
り
、

終
身
会
費
納
入
に
つ
い
て
か
ら
第
十
回

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、
そ
の
他
ま
で

八
件
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

次
い
で
長
吉
理
事
長
の
大
学
事
務
機
構

改
革
の
講
演
が
あ
っ
て
会
議
が
終
了
。

呉
越
同
舟
和
や
か
な
前
夜
祭
で
一
日
目

が
終
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
全
国
か
ら
一
三
〇
〇
人
の

校
友
が
広
島
リ
ガ
ー
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

に
集
ま
り
午
後
一
時
か
ら
水
戸
川
大
会

実
行
委
員
長
の
歓
迎
の
挨
拶
・
青
木
校

友
会
会
長
・
村
山
名
誉
会
長
・
長
吉
理

事
長
・
納
谷
学
長
の
挨
拶
が
あ
り
地
元

城
納
広
島
県
副
知
事
、
秋
葉
広
島
市
長
、

明
大
連
合
父
母
会
西
井
会
長
及
び
次
年

度
全
国
校
友
大
会
実
行
委
員
長
蒔
苗
秋

田
県
支
部
長
の
祝
辞
が
あ
り
、
長
吉
理

事
長
・
青
木
会
長
の
万
歳
三
唱
で
セ
レ

モ
ニ
ー
が
終
わ
り
、
役
員
来
賓
が
降
壇
、

次
に
三
遊
亭
小
遊
三
師
匠
の
会
場
爆
笑

の
ユ
ー
モ
ア
ー
た
っ
ぷ
り
の
講
演
の
後
、

広
島
県
の
伝
統
文
化
石
見
神
楽
を
山
王

神
楽
団
が
伝
説
の
八
岐
大
蛇
を
演
じ
て

く
れ
、
八
色
の
蛇
の
踊
り
尊
の
剣
裁
き
、

演
壇
一
杯
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
絵
巻
は
、

参
加
者
を
魅
了
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

午
後
四
時
半
か
ら
懇
親
会
、
会
場
を

埋
め
た
校
友
は
そ
れ
ぞ
れ
に
分
か
れ
歓

談
は
時
間
を
忘
れ
名
残
尽
き
な
く
最
後

に
オ
ー
明
治
の
校
歌
を
斉
唱
、
来
年
秋

田
で
再
会
を
期
し
て
終
り
ま
し
た
。

☆
「
19
年
度
定
時
総
会
」

19
年
6
月
3

日

東
魁
楼

本
館
４
階
に
て
開
催

☆
「
暑
気
払
い
」

8
月
4
日

東
魁
楼

☆
「
忘
年
会
」

12
月
8
日

な
べ
や

☆
「
親
睦
ゴ
ル
フ
会
」
10
月
4
日

場
所
・
久
能
カ
ン
ト
リ
ー
（
成
田
）

参
加
者
４
名

幹
事
・
穴
澤
豊
治
氏

☆
「
ラ
グ
ビ
ー
観
戦
」
12
月
2
日

参
加
者
13
名

☆
「
サ
ー
ク
ル
活
動
」
資
産
運
用
研
究
会

5
月
26
日
・
9
月
8
日
・

10
月
27
日

『
特
別
研
究
会
講
師

折
戸
正
春
氏
・
明
大
卒

に
よ
る
「
相
場
展
望
」
一
般
会
員
も
参
加

』

1
月
26
日
（
例
会
）
・
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
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明
治
大
学
「
教
育
振
興
協
力
資
金
」

ご
寄
付
の
お
願
い

校
友
会
の
活
動
拠
点
と
し
て
校
友
会
館

「
紫
紺
館
」
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
建
設

資
金
の
一
部
十
億
円
を
全
国
の
校
友
会
員
で
負

担
す
る
こ
と
で
募
金
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

未
だ
目
標
額
に
達
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

是
非
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

支
部
長

堀
越
好
夫

船
橋
地
域
支
部

平
成
19
年
度
の
主
な
事
業
活
動
概
要

明
治
大
学
全
国
校
友
広
島
大
会
に
参
加
し
て

支
部
長

堀

越

好

夫



標
題
は
、
「
明
治
法
律
学
校
設
立
ノ

趣
旨
」
（
明
治
十
四
年
一
月
）
に
見
る

キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
し
ば
し
創
立
者

の
心
情
に
思
い
を
馳
せ
て
み
よ
う
。

周
知
の
よ
う
に
、
母
校
明
治
の
創
立

者
は
岸
本
辰
雄
・
宮
城
浩
蔵
・
矢
代
操

の
三
氏
で
あ
る
。
岸
本
は
鳥
取
藩
、
宮

城
は
天
童
藩
、
矢
代
は
鯖
江
藩
、
い
ず

れ
も
小
藩
の
下
級
武
士
出
身
で
あ
り
、

と
も
に
藩
貢
進
生
と
し
て
大
学
南
校
―

司
法
省
明
治
寮
に
学
ん
だ
同
期
生
で
あ

り
、
岸
本
・
宮
城
は
選
ば
れ
て
パ
リ
大

学
に
留
学
し
て
い
る
。

彼
ら
は
司
法
官
と
し
て
勤
務
す
る
傍

ら
、
法
律
学
校
創
立
を
計
画
。
明
治
十

三
年
末
に
東
京
府
へ
上
申
し
、
翌
年
早
々

前
掲
の
「
趣
旨
」
を
広
告
、
開
講
し
た
。

明
治
法
律
学
校
（
明
治
大
学
）
の
始
ま

り
で
あ
る
。

そ
の
意
図
は
、
「
邦
国
ノ
栄
誉
人
類

ノ
命
脈
」
に
係
わ
る
法
学
が
、
や
や
も

す
れ
ば
「
健
訴
ノ
具
」
と
化
し
つ
つ
あ

る
こ
と
を
憂
い
、
「
法
理
ヲ
講
究
シ
其

真
諦
ヲ
拡
張
」
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

時
に
岸
本
三
〇
歳
、
宮
城
・
矢
代
は
二

九
歳
、
い
ま
だ
青
年
の
域
に
あ
っ
た
。

こ
れ
に
比
し
、
慶
応
の
創
立
者
福
沢
、

早
稲
田
の
大
隈
は
当
時
四
〇
代
半
ば
に

あ
り
、
す
で
に
思
想
界
・
政
界
で
名
声

を
博
し
て
い
る
。
岸
本
・
宮
城
・
矢
代

は
、
は
る
か
に
こ
れ
に
及
ぶ
べ
く
も
な

か
っ
た
。

に
も
拘
わ
ら
ず
、
彼
ら
が
こ
れ
に
伍

し
て
法
律
学
校
を
創
立
し
え
た
理
由
は

何
か
。
一
つ
に
は
、
彼
ら
が
「
趣
旨
」

に
お
い
て
「
同
心
協
力
」
「
大
衆
共
同
」

を
熱
く
訴
え
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

い
ま
一
つ
、
こ
の
訴
え
に
学
生
・
校
友

が
、
こ
こ
で
い
う
と
こ
ろ
の
大
衆
で
あ

る
が
、
大
い
に
応
え
た
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
こ
の
絆
こ
そ
、
他
私
学

に
類
を
見
な
い
母
校
明
治
の
創
立
期
に

お
け
る
特
質
な
の
で
あ
る
。

市
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

が
四
月
二
十
一
日
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
病
院
は
、
他
の
病
院
で
脳
血
管
疾

患
（
脳
梗
塞
や
脳
出
血
等
）
や
骨
折
な

ど
の
治
療
を
受
け
た
後
に
、
身
体
機
能

の
回
復
・
改
善
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
を

専
門
に
行
う
病
院
で
す
。

後
遺
障
害
の
軽
減
や
寝
た
き
り
の
防

止
な
ど
を
目
的
に
、
患
者
さ
ん
を
早
朝

に
受
け
入
れ
、
集
中
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を

行
い
ま
す
。
患
者
の
皆
さ
ん
が
一
日
で

も
早
く
、
住
み
慣
れ
た
地
域
や
自
宅
に

お
い
て
、
自
分
の
力
だ
け
で
生
活
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
で
は
、
医
療
セ
ン
タ
ー

や
市
医
師
会
な
ど
と
連
携
し
て
、
急
性

期
か
ら
維
持
期
ま
で
の
「
地
域
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

病
床
数
は
二
〇
〇
床
で

医
療
ス
タ
ッ
フ
も
充
実

同
病
院
は
、
医
療
セ
ン
タ
ー
西
側
に

位
置
し
、
初
年
度
の
病
床
数
は
六
八
床
。

順
次
増
床
し
、
二
十
二
年
度
に
は
二
〇

〇
床
と
な
る
全
国
的
に
も
最
大
規
模
の

専
門
病
院
で
す
。
看
護
師
や
理
学
療
法

士
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
も
基
準
よ
り

多
く
配
置
し
て
、
患
者
さ
ん
や
家
族
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

入
院
や
通
院
が
で
き
る
人
は
？

入
院
の
対
象
者
は
、
入
院
先
の
病
院

か
ら
紹
介
が
あ
る
、
脳
血
管
疾
患
、
脊

髄
損
傷
、
大
腿
骨
骨
折
等
の
発
症
後
、

所
定
の
期
間
内
の
人
な
ど
で
す
。

外
来
を
受
診
で
き
る
の
は
、
他
の
病

院
や
診
療
所
か
ら
紹
介
さ
れ
た
人
、
同

院
を
退
院
さ
れ
た
人
な
ど
で
す
。

病
院
の
運
営
は
民
間

市
で
は
、
病
院
の
運
営
を
行
う
指
定

管
理
者
を
公
募
し
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い

る
、
医
療
法
人
社
団
輝
生
会
（
き
せ
い

か
い
）
を
選
定
し
ま
し
た
。
同
会
の
初

台
に
あ
る
病
院
で
元
巨
人
軍
監
督
長
島

茂
雄
氏
が
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
た
こ
と
で

も
有
名
で
す
。

「
同
心
協
力
」
「
大
衆
共
同
」

会
員

加
藤

隆

市
立
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

オ
ー
プ
ン

四
月
二
十
一
日

会
員

船
橋
市
環
境
部
長小

山
澄
夫

（
前
医
療
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）

－２－



縁
あ
っ
て
、
明
大О

Ｂ
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
名

ア
ナ
ウ
ー
サ
ー
宮
田

輝
さ
ん
（
一
九

二
一
・
十
二
・
二
五
〜
一
九
九
〇
・
七
・

十
五
）
が
昭
和
四
九
年
春
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
退

職
さ
れ
、
七
月
投
票
が
行
わ
れ
る
、
参

議
院
全
国
区
に
自
民
党
か
ら
立
候
補
さ

れ
た
時
、
当
時
の
自
民
党
鈴
木
善
幸
総

務
会
長
か
ら
要
請
さ
れ
、
選
挙
事
務
を

取
捌
き
、
た
っ
た
三
ヶ
月
の
運
動
で
ト
ッ

プ
当
選
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
、
感

激
の
想
い
出
が
あ
る
。

そ
の
宮
田

輝
夫
人
恵
美
さ
ん
の
叔
父

河
口
慧
海
師
は
、
高
名
な
仏
教
家
で
、

一
八
八
六
・
二
・
二
六
〜
一
九
四
五
・

二
・
二
四

当
時
鎖
国
で
あ
っ
た
チ
ベ
ッ

ト
に
、
明
治
三
三
年
イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー

ル
で
チ
ベ
ッ
ト
語
を
学
び
、
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
山
を
越
え
て
、
日
本
人
と
し
て
初
め

て
密
入
国
し
、
ラ
サ
の
北
に
あ
る
大
僧

院
セ
ラ
寺
で
修
行
し
、
イ
ン
ド
仏
典
の

原
形
を
と
ど
め
て
い
る
、
チ
ベ
ッ
ト
語

訳
の
大
蔵
経
、
梵
語
仏
典
等
貴
重
な
資

料
を
収
集
し
、
日
本
に
持
ち
帰
り
、
そ

の
後
も
う
一
度
入
境
し
、
『
西
蔵
旅
行

記
』
を
出
版
し
、
英
訳
ま
で
も
さ
れ
世

界
を
驚
か
せ
た
こ
と
が
語
り
継
が
れ
て

い
る
。

そ
の
河
口
慧
海
師
の
姪
で
あ
る
宮
田

恵
美
さ
ん
か
ら
、
河
口
慧
海
師
の
書
い

た
日
記
が
数
年
前
発
見
さ
れ
、
そ
の
日

記
に
基
づ
き
日
本
山
岳
会
の
関
西
の
方
々

が
、
た
ず
ね
歩
き
、
昨
年
五
月
講
談
社

学
術
文
庫
よ
り
、
『
河
口
慧
海
日
記
ー

ヒ
マ
ラ
ヤ
・
チ
ベ
ッ
ト
の
旅
』
と
し
て

出
版
さ
れ
た
。

昨
年
八
月
十
九
日
、
チ
ベ
ッ
ト
最
大

規
模
の
僧
院
デ
プ
ン
寺
の
、
夏
祭
り
シ
ュ

ト
ン
祭
に
た
っ
た
一
日
早
朝
日
の
出
に

併
せ
開
催
さ
れ
る
「
大
タ
ン
カ
御
開
帳
」

参
拝
に
行
く
折
、
宮
田
恵
美
さ
ん
か
ら
、

そ
の
『
河
口
慧
海
日
記
』
を
、
慧
海
師

が
修
行
し
た
ラ
サ
寺
に
納
本
す
る
こ
と

を
依
頼
さ
れ
、
ラ
サ
寺
の
阿
旺
洛
珠
大

僧
正
に
お
目
に
か
か
り
、
親
し
く
納
本

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
記
念
に
同
寺
の
御

朱
印
入
り
の
タ
カ
を
賜
る
光
栄
に
浴
す

る
思
い
が
け
な
い
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
ラ
サ
寺
が
、
今
回
の
チ
ベ
ッ
ト

騒
動
で
、
四
百
余
人
の
僧
侶
が
拘
束
さ

れ
た
と
の
報
を
き
き

ま
た
今
回
の
大

地
震
で
ど
う
な
っ
た
の
か
、
併
せ
て
心

を
痛
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

帰
り
は
ラ
サ
よ
り
西
寧
ま
で
二
十
六

時
間
、
世
界
最
高
の
と
こ
ろ
を
走
る
高

山
列
車
で
の
想
い
出
が
よ
み
が
え
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
15
年
5
月
に
63
年
間
住
み
慣
れ

た
外
神
田
の
家
を
息
子
一
家
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
、
家
内
と
二
人
で
船
橋
に
転

居
し
て
き
ま
し
た
。

船
橋
市
民
と
な
っ
て
地
元
に
早
く
馴

染
も
う
と
思
い
、
市
や
公
民
館
、
町
の

イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う

心
懸
け
て
き
た
と
こ
ろ
、
昨
年
四
月
の

広
報
で
七
〇
周
年
の
記
念
行
事
と
し
て

催
さ
れ
る
「
第
二
十
四
回
全
国
都
市
緑

化
ふ
な
ば
し
フ
ェ
ア
」
の
市
民
ガ
イ
ド

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
の
広
告
を
見
つ
け

ま
し
た
。
十
月
二
日
か
ら
十
一
月
四
日

ま
で
挙
行
さ
れ
た
う
ち
の
わ
ず
か
四
日

だ
け
で
し
た
が
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
公
園

の
施
設
を
案
内
す
る
役
目
を
担
い
ま
し

た
。
入
場
者
数
は
市
の
発
表
に
よ
る
と

当
初
十
万
人
を
目
標
と
し
て
い
た
と
こ

ろ
が
二
十
万
人
を
超
え
た
盛
況
で
大
成

功
だ
っ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

秋
篠
宮
殿
下
、
同
妃
殿
下
の
記
念
植
樹
、

各
種
催
物
な
ど
が
行
わ
れ
、
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
お
年
寄
り
か
ら
若
者
ま
で
が

多
数
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

過
日
、
市
の
公
園
協
会
か
ら
手
紙
が

来
て
、
本
年
四
月
か
ら
始
ま
る
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
活
動
へ
の
継
続
参
加
を
打
診
し

て
き
ま
し
た
の
で
、
Ｏ
Ｋ
の
返
事
を
出

し
ま
し
た
。
明
大
校
友
会
船
橋
が
あ
る

の
を
知
っ
た
の
は
、
フ
ェ
イ
ス
五
階
に

あ
る
掲
示
板
で
す
。

市
民
に
な
っ
て
か
ら
こ
の
四
年
間
に

地
元
の
将
棋
サ
ー
ク
ル
、
公
民
館
の
催

す
房
総
の
山
歩
き
や
オ
カ
リ
ナ
、
社
交

ダ
ン
ス
な
ど
に
も
参
加
し
、
友
人
も
だ

い
ぶ
増
え
ま
し
た

今
六
十
才
か
ら
勤
め
だ
し
た
マ
ン
シ
ョ

ン
の
管
理
会
社
に
在
籍
し
て
い
て
休
日

は
日
曜
ぐ
ら
い
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
も
進
ん
で
地
元
の
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

尊
縁
・
宮
田

輝

Ｏ
Ｂ
と
チ
ベ
ッ
ト

昭
和
三
十
三
年
文
学
部
卒

体
育
会
ワ
ン
ダ
ー
フ
オ
ー
ゲ
ル
部
元о
Ｂ
会
会

長

大
内

善
一

ア
ン
デ
ル
セ
ン
公
園

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て

鹿
沼

元
治

三
八
商
卒

－３－



イ
ヤ
ー
そ
れ
に
し
て
も
、
歴
史
的
、

記
録
的
大
敗
で
し
た
ね
〜
、
７
対
71
と

は
・
・
。
伝
統
的
名
勝
負
を
繰
り
広
げ

て
来
た
早
明
ラ
グ
ビ
ー
定
期
戦
で
あ
る

が
、
今
年
は
勝
負
に
な
っ
た
の
は
、
80

分
間
の
内
、
立
ち
上
が
り
20
分
間
位
で
、

後
は
ノ
ー
ガ
ー
ド
で
打
た
れ
放
し
に
近

い
状
態
。
7
点
を
先
制
し
た
だ
け
に
余

計

落
差
が
目
立
つ
。
今
期
こ
れ
迄
5

勝
1
分
と
一
応
無
敗
で
来
て
い
た
の
で
、

対
抗
戦
49
連
勝
中
の
ワ
セ
ダ
と
は
言
え
、

好
ゲ
ー
ム
を
し
て
く
れ
る
の
で
は
と
、

明
治
フ
ァ
ン
な
ら
ず
と
も
期
待
し
て
い

た
筈
。
後
半
40
分
は
、
選
手
諸
君
、
ベ

ン
チ
も
守
勢
一
方
の
展
開
で
、
焦
り
、

疲
労
か
ら
集
中
力
欠
如
、
戦
意
喪
失
と
、

リ
ザ
ー
ブ
投
入
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
逸
し

た
感
じ
で
、
一
方
的
な
試
合
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
は
ラ
グ
ビ
ー
で
は
よ
く
起

こ
る
現
象
で
は
あ
り
ま
す
。

例
年
、
強
い
チ
ー
ム
と
言
う
の
は
、

シ
ー
ズ
ン
の
深
ま
り
と
共
に
、
戦
力
が

整
備
、
強
化
さ
れ
て
充
実
し
て
来
る
の

だ
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
た
明
大

ラ
グ
ビ
ー
は
、
な
か
な
か
波
に
乗
れ
な

い
。
今
期
、
無
敗
で
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

を
迎
え
た
と
は
言
え
、
11
月
に
入
っ
て

か
ら
の
慶
応
、
筑
波
戦
は
、
序
盤
、
大

量
リ
ー
ド
す
る
も
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
の
甘

さ
、
ス
タ
ミ
ナ
切
れ
等
で
、
引
分
、
３

点
差
の
辛
勝
と
戦
力
ダ
ウ
ン
、
ほ
こ
ろ

び
が
見
え
て
来
て
い
た
。

今
年
で
対
ワ
セ
ダ
戦
８
連
敗
、
こ
れ

は
私
の
現
役
時
代
も
入
っ
た
昭
和
37
年

〜
昭
51
年
に
掛
け
て
の
14
連
敗
（
1
分

を
挟
む
）
に
次
ぐ
ワ
ー
ス
ト
記
録
。
通

算
で
は
、
34
勝
47
敗
2
分
、
ち
な
み
に

84
回
を
数
え
る
早
慶
戦
は
、
60
勝
19
敗

5
分
と
ワ
セ
ダ
が
圧
倒
。
マ
ー
慶
応
に

比
べ
れ
ば
、
拮
抗
し
た
勝
負
を
し
て
お

り
、
何
よ
り
も
正
反
対
の
チ
ー
ム
カ
ラ
ー

の
激
突
が
、
早
慶
戦
よ
り
人
気
を
呼
ん

で
い
る
所
以
と
も
言
え
る
。

昨
年
か
ら
藤
田
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
の
も

と
、
原
点
に
戻
っ
て
の
フ
ォ
ア
ー
ド
の

強
化
、
ひ
た
す
ら
一
歩
前
へ
の
愚
直
な

前
進
（
あ
ま
り
好
き
な
言
葉
で
は
な
い

が
、
こ
れ
が
創
部
以
来
続
く
メ
イ
ジ
の

シ
ン
ボ
ル
、
人
気
の
源
で
も
あ
る
の
だ

か
ら
仕
様
が
な
い
！
）
と
、
あ
る
程
度

の
成
果
は
出
て
来
て
い
る
。
タ
レ
ン
ト

揃
い
い
で
チ
ョ
ッ
ト
隙
の
な
い
ワ
セ
ダ

の
牙
城
を
崩
す
の
は
容
易
で
は
な
く
、

ま
だ
ま
だ
ト
ン
ネ
ル
は
続
き
そ
う
だ
が

「
ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
成
ら
ず
」
着

実
に
取
組
ん
で
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
大
学
の
ス
ポ
ー
ツ
で
、

競
技
場
を
満
杯
に
で
き
る
の
は
、
３
Ｋ

（
キ
ケ
ン
、
キ
ツ
イ
、
キ
タ
ナ
イ
）
と

敬
遠
す
る
人
も
い
る
が
、
ラ
グ
ビ
ー
で

あ
り
ま
す
。
中
で
も
毎
年
12
月
第
1
日

曜
日
に
開
催
さ
れ
る
早
明
戦
は
人
気
絶

大
、
10
年
程
度
の
一
時
期
は
、
ハ
ガ
キ

申
込
み
の
抽
選
と
云
う
年
が
続
い
た
程

の
ゴ
ー
ル
デ
ン
カ
ー
ド
な
の
で
あ
る
。

こ
の
所
明
治
の
低
迷
で
多
少
人
気
は

落
ち
た
が
、
常
に
4
万
を
越
え
る
大
観

衆
な
の
で
あ
る
。
一
般
観
客
席
は
敵
味

方
相
乱
れ
、
そ
こ
、
こ
こ
か
ら
湧
き
上

が
る
地
鳴
り
の
よ
う
な
大
喚
声
、
ど
よ

め
き
、
た
め
息
、
果
て
し
な
い
怒
号
と
、

や
つ
が
れ
の
老
人
性
シ
ビ
レ
も
加
わ
っ

て
、
興
奮
の
る
つ
ぼ
の
中
に
引
き
込
ま

れ
て
行
き
、
年
令
を
超
越
し
た
、
青
春

の
息
吹
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
が
ひ
し
ひ
し

と
迫
っ
て
来
る
感
じ
が
し
ま
す
ナ
ー
！

周
囲
を
見
廻
し
て
も
、
中
高
年
者
も
結

構
い
る
し
、
美
女
（
昔
の
方
も
入
れ
て
）

も
チ
ラ
ホ
ラ
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
少
し

で
も
興
味
の
あ
る
人
は
、
早
明
戦
３
回

し
か
観
戦
し
て
い
な
い
当
方
が
言
う
資

格
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
度
は
足
を
運

ん
で
見
る
価
値
は
あ
る
と
お
も
い
ま
す

よ
。と

言
う
よ
う
な
訳
で
私
め
も
、
こ
の

ス
バ
ラ
シ
イ
臨
場
感
を
追
い
駆
け
て
、

勝
敗
な
ん
ぞ
２
の
次
、
３
の
次
、
残
り

少
な
い
人
生
で
も
あ
り
、
老
骨
に
ム
チ

打
っ
て
、
来
年
も
国
立
競
技
場
に
突
進

す
る
ゾ
！

オ
〜
オ
〜

メ
イ
ジ
〜

東
京
六
大
学
野
球
で

明
治
が
八
季

振
り

（
早
大
は
四
連
覇
逃
す
）

5
月
28
日
の
新
聞
に
接
し
、
四
十
七
年

振
り
に
当
時
の
熱
き
思
い
が
蘇
っ
た
。

ま
ず
は

お
目
出
度
う
ご
ざ
い
ま
す

先
般

校
友
会
船
橋
地
域
支
部
の
集
ま

り
に
参
加
し
、
色
々
な
交
流
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
と
知
り
ま
し
た
。
船
橋
に

は
公
的
施
設
で
種
々
な
一
般
に
解
放
さ

れ
て
い
る
所
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
に

提
案
し
ま
し
た
が
、
船
橋
県
民
の
森
の

中
に
「
さ
ざ
ん
か
の
家
」
と
い
う
古
民

家
が
無
料
で
い
使
用
（
宿
泊
可
）
出
来

ま
す
の
で
、
交
遊
並
び
に
家
族
を
含
め

た
親
睦
等
に
利
用
し
た
ら
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
近
く
に
は
ア
ン
デ
ル
セ
ン
公
園
、

キ
ャ
ン
プ
村
等
が
隣
接
し
、
緑
豊
な
芝

生
道
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
活
動

に
利
用
さ
れ
れ
ば
良
い
か
と
ご
紹
介
い

た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第

八

三

回

ラ

グ

ビ

ー

明

早

戦

雑

感

伴

野

義

敬

昭

43

法

卒

バ

ン

ノ

ヨ

シ
ヒ
ロ

親

睦

交

流

活

動

「

さ

ざ

ん

か

の

家

」

細

田

桂

昭

37

卒

編
集
後
記

こ
の
度
は
多
く
の
寄
稿
を
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
満
筆
の
た
め
寄
載
出
来
な
か
っ
た
皆
様
に
は
次
年

度
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
編
集
委
員
会
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